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介
護
保
険
３
施
設（
介
護
老
人
福

祉
施
設
、介
護
老
人
保
健
施
設
、介
護

療
養
型
医
療
施
設
）や
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
を
利
用
す
る
方
の
食
費
・
部
屋

代
に
つ
い
て
は
、ご
本
人
に
よ
る
負

担
が
原
則
で
す
が
、低
所
得
者
の
方

に
つ
い
て
は
、食
費
・
部
屋
代
の
負

担
軽
減
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

自
宅
で
暮
ら
す
方
、保
険
料
を
負

担
す
る
方
、老
齢
年
金
を
受
給
し
て

い
る
方
と
の
公
平
性
を
更
に
高
め
る

た
め
、食
費
・
部
屋
代
の
負
担
軽
減

措
置
の
利
用
者
負
担
段
階
の
判
定

に
、非
課
税
年
金（
遺
族
年
金
・
障
害

年
金
）も
含
め
る
よ
う
見
直
し
を
行

い
ま
す
。

Ｑ
２

　

非
課
税
年
金
の
収
入
が
多
い
場
合

は
食
費
・
部
屋
代
の
負
担
軽
減
が
受

け
ら
れ
な
く
な
る
の
で
す
か
？

Ａ
２

　

非
課
税
年
金
を
含
め
た
収
入
が
80
万

円
を
超
え
ら
れ
る
方
に
つ
い
て
は
、負
担

限
度
額
が
第
２
段
階
か
ら
第
３
段
階
に

な
り
ま
す
が
、負
担
軽
減
を
受
け
ら
れ

な
く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
３

　

な
ぜ
遺
族
年
金
・
障
害
年
金
ま
で

勘
案
す
る
の
で
す
か
？

Ａ
３

　

遺
族
年
金
・
障
害
年
金
は
、従
来

利
用
者
負
担
段
階
の
判
定
に
当
た
っ

て
も
、収
入
と
し
て
反
映
さ
れ
ず
、老

齢
年
金
と
同
じ
年
金
額
で
も
取
扱
い

が
異
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

負
担
の
公
平
性
を
確
保
す
る
観
点

か
ら
、施
設
入
所
に
要
す
る
費
用
を

賄
う
収
入
と
し
て
は
、老
齢
年
金
と

遺
族
年
金
・
障
害
年
金
は
同
様
に
評

価
さ
れ
る
べ
き
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え

て
、老
齢
年
金
と
同
様
に
、遺
族
年
金
・

障
害
年
金
も
負
担
能
力
を
判
定
す
る

収
入
と
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
４

　

ど
の
よ
う
な
非
課
税
年
金
が
新
た

に
利
用
者
負
担
段
階
の
判
定
に
含
ま

れ
る
の
で
す
か
？

　

ま
た
、ど
の
よ
う
に
非
課
税
年
金

の
受
給
額
を
確
認
す
る
の
で
す
か
？

Ａ
４

〈
非
課
税
年
金
に
含
ま
れ
る
も
の
〉　

　

非
課
税
年
金
と
は
、社
会
保
険
料

を
拠
出
し
た
対
価
と
し
て
日
本
年
金

機
構
又
は
共
済
組
合
等（
以
下「
年
金

保
険
者
」と
い
う
。）�

か
ら
支
払
わ
れ

る
国
民
年
金
、厚
生
年
金
、共
済
年
金

の
各
制
度
に
基
づ
く
遺
族
年
金
・
障

害
年
金
を
指
し
、具
体
的
に
は
、年
金

保
険
者
か
ら
通
知
さ
れ
る
振
込
通
知

書
、支
払
通
知
書
、改
定
通
知
書
な
ど

に「
遺
族
」や「
障
害
」が
印
字
さ
れ
た

年
金（
遺
族
基
礎
年
金
、障
害
厚
生
年

金
な
ど
）の
ほ
か
、例
え
ば「
寡
婦
」

「
か
ん
夫
」「
母
子
」「
準
母
子
」「
遺
児
」

と
印
字
さ
れ

た
年
金
も
遺

族
年
金
と
し

て
判
定
の
対

象
と
な
り
ま

す
。

食
費
・
部
屋
代
の
負
担
軽

減
の
見
直
し
に
つ
い
て

■
負
担
軽
減
に
つ
い
て
の
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
１

　
ど
ん
な
改
正
が
行
わ
れ
る
の
で
す
か
？

Ａ
１

　

現
在
、世
帯
の
全
員（
世
帯
を
分
離

し
て
い
る
配
偶
者
を
含
む
。）が
市
町

村
民
税
が
非
課
税
で
あ
っ
て
、年
金

収
入
等
が
80
万
円
以
下
の
方
で
一
定

額
以
上
の
預
貯
金
等
を
お
持
ち
で
な

い
方
は
、食
費
・
部
屋
代
に
つ
い
て
、

利
用
者
負
担
段
階
第
２
段
階
の
負
担

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

食
費
・
部
屋
代
の
利
用
者
負
担
段

階
の
判
定
に
用
い
る
収
入
に
は
、現

在
は
課
税
年
金（
老
齢
年
金
な
ど
）収

入
の
み
が
対
象
に
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、平
成
28
年
８
月
か
ら
は

非
課
税
年
金（
遺
族
年
金
と
障
害
年

金
）収
入
も
含
め
て
判
定
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、現
在
、利
用
者

負
担
段
階
が
第
２
段
階
で
あ
る
方
の

う
ち
、非
課
税
年
金
を
一
定
額
受
給

さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、利
用
者
負

担
段
階
が
第
３
段
階
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。



　

広報ひだか 2016.6月号19

お問い合わせは、
（☎63・3805）まで。

上
下
水
道
課

お
知
ら
せ

下
水
道
へ
の
接
続
は

お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

　

下
水
道
の
整
備
が
で
き
て
も
、み

な
さ
ま
に
使
っ
て
い
た
だ
か
な
け
れ

ば
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。下
水
道
事

業
に
加
入
済
み
で
、ま
だ
接
続
工
事

を
さ
れ
て
い
な
い
み
な
さ
ま
は
早
め

に
工
事
を
さ
れ
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、接
続
工
事
は『
日
高
町
排
水

設
備
指
定
工
事
店
』し
か
施
工
で
き

ま
せ
ん
。指
定
業
者
の
中
か
ら
工
事

業
者
を
ご
自
分
で
選
び
、ご
相
談
く

だ
さ
い
。借
家
や
テ
ナ
ン
ト
の
場
合

は
、貸
し
主
と
の
協
議
も
必
要
と
な

り
ま
す
。指
定
工
事
店
は
役
場
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

〈
非
課
税
年
金
に
含
ま
れ
な
い
も
の
〉

�
上
記
に
該
当
し
な
い
年
金
の
ほ
か
、

弔
慰
金
・
給
付
金
な
ど
は
、「
遺
族
」

や「
障
害
」と
い
う
単
語
が
つ
い
た
名

称
で
あ
っ
て
も
、判
定
の
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

〈
確
認
方
法
〉

　

原
則
は
年
金
保
険
者
か
ら
市
町
村

へ
非
課
税
年
金
の
受
給
額
が
通
知
さ

れ
ま
す
が
、よ
り
正
確
に
把
握
す
る

た
め
に
、食
費
・
部
屋
代
の
負
担
軽

減
の
認
定
の
申
請
の
際
に
、前
年
に

受
給
し
た
非
課
税
年
金
の
種
別
の
申

告
を
お
願
い
し
ま
す
。

！
注
意
点 

　

故
意
に
非
課
税
年
金
の
支
給
額
を

申
告
し
な
い
こ
と
等
に
よ
り
不
正
に

負
担
軽
減
を
受
け
た
場
合
に
は
、そ

れ
ま
で
に
受
け
た
負
担
軽
減
額
に
加

え
最
大
２
倍
の
加

算
金（
負
担
軽
減

額
と
併
せ
最
大
３

倍
の
額
）の
納
付

を
求
め
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。


